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青
木
　
照
美
 
議
員
 

来
海
 
恵
子
 
議
員
 

忘
れ
て
な
い
！
子
ど
も
の
安
全
面
を
 

消
火
栓
の
管
理
・
点
検
は
大
丈
夫
？
 

坂
本
　
早
苗
 
議
員
 

島
田
 
敏
春
 
議
員
 

青
木
　
合
志
市
型
の
特
色
あ
る
教
育
は
。
 

教
育
長
　
子
ど
も
憲
章
を
制
定
し
「
教
育

は
人
づ
く
り
」
の
観
点
よ
り
指
導
し
て
い

る
。
特
別
支
援
学
級
の
充
実
や
英
語
教
育

の
充
実
な
ど
、
県
下
に
類
を
見
な
い
教
育

を
実
践
し
て
い
る
。
 

青
木
　
経
済
対
策
交
付
金
の
使
途
は
。
 

教
育
部
長
　
義
務
教
育
施
設
整
備
と
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
に
使
う
。
具
体
的
に
は

全
小
中
学
校
の
教
室
に
扇
風
機
を
４
台
設

置
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
西
合
志
中
学

校
運
動
場
整
備
な
ど
。
又
、
各
小
中
学
校

へ
生
徒
一
人
当
た
り
３，
０
０
０
円
を
目
途

に
自
由
に
使
え
る
予
算
を
交
付
す
る
。
普

段
、
必
要
な
教
材
や
備
品
を
購
入
し
て
い

た
だ
く
。
そ
の
際
に
は
景
気
対
策
の
た
め
、

地
元
の
業
者
さ
ん
よ
り
購
入
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
す
る
。
 

  青
木
　
農
業
関
係
予
算
の
推
移
に
つ
い
て
。
 

産
業
振
興
部
長
　
平
成
１１
年
度
は
２
町
合

計
で
６
億
７
千
万
円
ほ
ど
。
平
成
２１
年
度

は
３
億
１
千
万
円
ほ
ど
。
こ
の
１０
年
間
で

半
減
し
て
い
る
。
減
少
の
要
因
は
、
基
盤

整
備
事
業
、
堆
肥
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
が
完
了
し
た
た
め
。
 

青
木
　
合
志
型
の
施
策
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
農
地
の
集
積
、
耕
畜
連

携
、
集
落
営
農
、
農
業
生
産
法
人
の
育
成

な
ど
、
重
要
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
 

青
木
　
農
業
政
策
を
多
面
的
に
考
え
た
ら
。
 

市
長
　
農
地
は
、
洪
水
調
整
や
災
害
の
抑

止
、
温
暖
化
防
止
な
ど
計
り
知
れ
な
い
側

面
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
は
農
業
を
農
政

だ
け
の
視
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
課
と
連

携
し
、
多
角
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。
 

農
業
に
つ
い
て
 

歩道がなく危険な南ヶ丘小学校前 

来
海
　
市
長
公
用
車
の
年
間
の
走
行
距
離
・

使
用
目
的
・
年
間
経
費
は
。 

総
務
企
画
部
長
　
平
成
２０
年
度
の
走
行
距

離
は
９
、４
５
５
㎞
、
使
用
延
べ
日
数
は

１
９
９
日
、
年
間
経
費
は
約
８
７
７
万
円

（
人
件
費
・
燃
料
費
・
維
持
管
理
費
）
で
す
。
 

来
海
　
市
長
車
を
廃
止
し
て
、
タ
ク
シ
ー

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
か
。
ど
う
し
て
も
黒

塗
り
の
公
用
車
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
は
、
そ
の
出
張
先
の
会
議
や
、
打

ち
合
わ
せ
の
関
係
部
署
の
職
員
が
運
転
す

れ
ば
、
忙
し
く
て
中
々
話
す
機
会
が
な
い

市
長
と
、
政
策
課
題
や
業
務
内
容
に
つ
い

て
話
す
貴
重
な
時
間
を
持
て
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
運
転
を
業
務
と
す
る
職

員
は
配
置
転
換
し
、
人
的
余
裕
の
な
い
市

組
織
の
強
化
を
図
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

合
志
市
は
人
口
１
人
当
た
り
の
職
員
数
が

県
下
市
町
村
で
一
番
少
な
く
、
市
職
員
は

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
経
費
削
減

を
進
め
る
な
ら
ば
、
積
極
的
に
慣
例
を
覆

す
努
力
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
市
長
車
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
の
で
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。
 

来
海
　
参
考
ま
で
に
、
佐
賀
市
で
は
前
佐

賀
市
長
時
代
に
市
長
の
公
用
車
を
廃
止
し
、

１
千
万
円
近
く
か
か
っ
て
い
た
年
間
経
費

が
年
間
数
１０
万
円
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
 

  来
海
　
南
ヶ
丘
小
学
校
前
の
Ｊ
Ａ
跡
地
が

学
童
保
育
等
の
施
設
に
な
り
ま
す
が
、
子

ど
も
が
道
路
を
横
断
し
て
施
設
に
行
く
の

に
歩
道
が
な
く
安
全
面
が
心
配
で
す
が
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
南
ヶ
丘
小
学
校
の
道
向

か
い
に
あ
り
、
特
に
危
険
な
箇
所
と
は
認

識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常
に
交
通

量
も
多
く
安
全
面
の
配
慮
も
必
要
な
の
で
、

開
設
当
初
は
低
学
年
の
通
行
に
つ
い
て
は

学
童
ク
ラ

ブ
の
指
導

員
に
交
通

指
導
も
含

め
て
指
導

を
お
願
い

し
、
道
路

に
つ
い
て

は
担
当
課

と
協
議
し

た
い
。
 

 

合志市の特産品 

消火栓 

島
田
　
米
飯
給
食
で
年
間
約
４,
８
０
０
㎏

（
８
百
俵
）
使
用
さ
れ
て
い
る
。
面
積
に

し
て
１０ 
ha
と
な
る
が
、
安
心
・
安
全
で
美

味
し
い
米
を
提
供
す
る
た
め
に
、
堆
肥
セ

ン
タ
ー
等
の
良
質
な
堆
肥
を
使
っ
た
学
校

給
食
用
と
し
て
指
定
で
き
な
い
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
減
農
薬
や
良
質
な
堆
肥

等
を
使
用
し
た
契
約
栽
培
に
つ
い
て
は
コ

ス
ト
や
リ
ス
ク
、
ま
た
販
売
価
格
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
者
と
協
議
し

た
い
。
 

島
田
　
豊
か
な
台
地
と
水
資
源
に
恵
ま
れ
、

農
業
生
産
額
は
県
内
で
も
上
位
に
あ
る
が
、

農
畜
産
物
の
中
で
合
志
市
の
特
産
品
は「
こ

れ
」
と
言
っ
た
も
の
を
作
り
出
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。
特
産
品
開
発
に
向
け
て

の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。
 

産
業
振
興
部
長
　
合
志
市
独
自
で
農
畜
産

物
等
に
付
加
価
値
を
付
け
、
さ
ら
に
地
域

イ
メ
ー
ジ
を
結
び
つ
け
て
売
り
出
す
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
４
月
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド

推
進
室
を
設
置
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
は
協
議
会

を
通
し
て
合
志
市
独
自
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
を
構
築
し
た
い
。
 

  

       島
田
　
合
志
市
の
工
業
製
品
出
荷
額
は
県

内
３
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
関
係
者

が
努
力
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
う
が
、
若

者
は
も
と
よ
り
中
高
年
の
雇
用
を
必
要
と

す
る
企
業
等
の
誘
致
に
つ
い
て
、
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
合
志
市
の
Ｐ

Ｒ
の
方
策
と
し
て
名
刺
の
有
効
活
用
が
必

要
と
考
え
る
が
、
あ
わ
せ
て
伺
い
た
い
。
 

産
業
振
興
部
長
　
県
内
で
も
立
地
条
件
が

よ
く
、
順
調
に
企
業

誘
致
や
増
設
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

今
後
、
大
規
模
な
工

業
用
地
と
し
て
、
熊

本
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
と
周
辺
の
１０ 
ha

を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
小
規
模
な
工
場

適
地
調
査
な
ど
も
実

施
し
た
い
。
合
志
市

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

交
通
ア
ク
セ
ス
や
水

資
源
等
の
特
色
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
あ
る

名
刺
台
紙
を
工
夫
し

た
い
。
 

坂
本
　
電
子
入
札
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
透

明
性
の
確
保
、
談
合
等
の
不
正
防
止
、
コ

ス
ト
削
減
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
本
市
で

は
な
ぜ
電
子
入
札
を
し
な
い
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
、

年
間
運
営
費
等
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

事
務
量
も
増
大
す
る
。
工
事
件
数
が
年
々

減
少
し
て
お
り
当
面
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。
 

坂
本
　
昨
年
か
ら
４
千
万
円
以
上
の
工
事

に
つ
い
て
条
件
付
一
般
競
争
入
札
が
始
ま

っ
た
が
、
こ
の
入
札
制
度
を
導
入
し
た
理

由
と
「
条
件
付
」
と
は
何
か
。
ま
た
、
４

千
万
円
の
根
拠
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
多
く
の
自
治
体
で
談
合

等
の
不
正
行
為
が
発
覚
し
て
い
る
。
一
般

競
争
入
札
は
発
注
者
の
裁
量
が
少
な
く
透

明
性
が
高
い
、
第
三
者
の
監
視
が
容
易
、

競
争
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
国
が
促
進
し

て
い
る
。
条
件
を
つ
け
て
い
る
の
は
地
元

優
先
と
業
者
の
能
力
を
付
し
て
い
る
。
予

定
価
格
の
４
千
万
円
は
熊
本
県
が
実
施
し

て
い
る
金
額
に
あ
わ
せ
た
が
、
県
は
今
年

度
か
ら
３
千
万
円
に
拡
大
し
て
い
る
。
 

坂
本
　
県
が
３
千
万
円
に
拡
大
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
本
市
の
規
模
か
ら
す
る
と
も
っ

と
金
額
を
下
げ
て
も
い
い
の
で
は
。
 

市
長
　
一
般
競
争
入
札
は
指
名
競
争
入
札

に
比
べ
落
札
率
が
低
く
、
市
の
財
政
上
は

い
い
が
地
場
産
業
育
成
、
財
政
の
有
効
利

用
等
と
合
わ
せ
て
研
究
し
た
い
。
 

   坂
本
　
消
火
栓
の
管
理
・
点
検
は
ど
こ
が

実
施
し
て
い
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
消
火
栓
４
０
３
基
の
管

理
責
任
者
は
市
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
の

点
検
は
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
、
自
治

会
等
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た

消
防
署
も
市
内
全
域
を
点
検
し
て
い
る
。
 

坂
本
　
消
防
組
織
の
な
い
地
区
も
あ
り
点

検
確
認
が
不
十
分
。

交
通
量
の
多
い
道
路

の
地
下
式
消
火
栓
は

日
常
の
点
検
も
難
し

い
。
早
急
な
改
善
を

お
願
い
し
た
い
。
 

 


